
風
信

　
長
崎
で
は
外
国
か
ら
の
観
光
客
の
人
達
に
道
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
ど
ぎ
ま

ぎ
し
て
答
え
た
あ
と
、
自
分
の
対
応
力
の
な
さ
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
の
は
毎
度
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
時
い
つ
も
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
長
崎
を
代
表
す
る
蘭
学
者
の
一
人
・
森

山
栄
之
助
の
こ
と
で
あ
る
。

　
幕
府
と
ペ
リ
ー
が
交
わ
し
た
日
米
和
親
条
約
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
条
約
締
結

を
陰
で
支
え
た
通
訳
で
、
諸
外
国
の
外
交
官
た
ち
か
ら
日
本
で
最
も
有
能
で
信
頼
で

き
る
外
交
官
と
評
さ
れ
て
い
る
森
山
だ
が
、
彼
が
長
崎
出
身
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
で

あ
っ
た
こ
と
は
長
崎
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
森
山
栄
之
助
は
、
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）長
崎
馬
町
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
森
山
家
に

生
ま
れ
た
。
当
時
の
長
崎
で
は
通
詞
た
ち
も
オ
ラ
ン
ダ
語
以
外
の
外
国
語
の
必
要
性

を
感
じ
始
め
て
い
た
。
や
が
て
稽
古
通
詞
に
な
っ
た
森
山
も
英
語
を
学
ぼ
う
と
考
え

て
い
た
が
、
師
と
な
る
者
が
い
な
か
っ
た
。

　
そ
の
頃
、
日
本
へ
の
憧
れ
か
ら
漂
流
民
を
装
っ
て
捕
鯨
船
か
ら
降
り
、
北
海
道
に

上
陸
し
た
ア
メ
リ
カ
人
、
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
長
崎
に
移
送
さ
れ
て
き
た
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

が
松
ノ
森
神
社

の
参
道
近
く
の

大
悲
庵
内
の
座

敷
牢
に
軟
禁
さ

れ
る
と
、
森
山

他
十
四
人
の
オ

ラ
ン
ダ
通
詞
は

奉
行
に
願
い
出

て
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
よ
り
英
語
を

学
ぶ
事
の
許
可

を
得
た
。
格
子
を
挟
ん
で
の
授
業
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
ア
メ
リ
カ
に
送
還
さ
れ
る

ま
で
ほ
ぼ
毎
日
続
い
た
。
な
か
で
も
熱
心
で
優
秀
だ
っ
た
の
が
森
山
だ
っ
た
と
、
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
は
自
著
に
書
き
残
し
て
い
る
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
去
っ
た
後
、
森
山
た

ち
は
英
語
辞
書
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）、
ペ
リ
ー
の
来
航
を
知
っ
た
幕
府
は
、
す
ぐ
に
森
山
を
呼

び
寄
せ
た
が
間
に
合
わ
ず
、
森
山
は
と
ん
ぼ
返
り
し
て
長
崎
に
戻
り
、
当
時
開
国
を

求
め
て
長
崎
に
入
港
し
て
き
た
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
艦
隊
と
の
交
渉
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
。
こ
の
交
渉
の
功
績
で
大
通
詞
に
昇
格
し
た
森
山
に
ペ
リ
ー
の
再
来
航
が
伝

え
ら
れ
る
と
、
彼
は
休
む
間
も
な
く
江
戸
へ
向
か
っ
た
。

　
幕
府
の
煮
え
切
ら
な
い
態
度
に
苛
つ
く
ペ
リ
ー
に「
わ
が
国
は
今
、
暗
闇
か
ら
太

陽
の
輝
く
場
所
へ
出
て
き
た
ば
か
り
で
す
。
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
」と

説
く
森
山
の
高
度
な
表
現
力
は
彼
ら
を
驚
か
せ
、
日
本
は
武
力
で
服
従
さ
せ
ら
れ
な

い
国
と
の
印
象
を
与
え
た
。
首
席
通
訳
官
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は「
森
山
は
通
訳
が
い
ら

な
い
ほ
ど
英
語
が
堪
能
だ
。
彼
の
教
養
の
深
さ
と
育
ち
の
良
さ
は
我
々
に
好
印
象
を

与
え
た
」と
書
い
て
い
る
。

　
日
米
和
親
条
約
の
交
渉
は
、
ペ
リ
ー
側
か
ら
書
面
で
確
認
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
、

両
国
と
も
オ
ラ
ン
ダ
語
と
漢
語
を
仲
立
ち
に
条
約
交
渉
を
進
め
た
。
ア
メ
リ
カ
国
立

公
文
書
館
に
は
、
日
本
文
、
英
文
、
漢
文
、
蘭
語
文
の
日
米
和
親
条
約
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
蘭
語
文
の
末
尾
に
は
筆
記
体
で
書
か
れ
た
森
山
の
サ
イ
ン
が
残
っ
て
い

る
。
そ
の
後
も
英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
な
ど
各
国
と
の
和
親
条
約
の
締
結
や
、

そ
の
後
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
領
事
ハ
リ
ス
の
世
話
役
、
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
の

交
渉
な
ど
、
彼
は
休
む
暇
も
な
く
幕
府
の
外
交
を
裏
方
と
し
て
支
え
て
い
る
。
当
時

の
森
山
の
状
況
は
、「
英
語
の
教
え
を
乞
に
行
く
と
、
明
日
来
い
と
言
わ
れ
、
行
く

と
彼
は
江
戸
に
呼
び
出
さ
れ
て
留
守
だ
っ
た
」と
福
沢
諭
吉
が
不
満
を
書
い
て
い
る

よ
う
に
、
明
日
の
予
定
が
立
た
な
い
く
ら
い
の
多
忙
さ
が
何
年
も
続
い
た
。
こ
の
頃

幕
臣
と
な
り「
多
吉
郎
」と
改
名
し
て
い
る
。

　
文
久
二
年（
一
八
六
二
）、
森
山
に
海
外
渡
航
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。
一
時
帰
国

す
る
駐
日
英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
外
交
官
と
し
て
の
能
力
を
か
っ
て
い
た
森

山
の
同
行
を
幕
府
に
進
言
し
て
い
る
。
突
然
の
海
外
渡
航
は
森
山
に
と
っ
て
従
者
の

い
な
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
だ
っ
た
。
船
を
乗
り
継
い
で
三
ヶ
月
に
渡
る
旅
の
間
に

多
く
の
船
客
た
ち
と
交
流
し
、
パ
ー
テ
ィ
や
音
楽
会
、
異
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食

事
な
ど
初
体
験
を
積
極
的
に
楽
し
ん
で
い
る
姿
は
、
国
際
人
そ
の
も
の
と
オ
ー
ル

コ
ッ
ク
を
大
満
足
さ
せ
て
い
る
。
や
が
て
先
行
し
て
い
た
遣
欧
使
節
団
に
合
流
・
英

国
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
周
り
帰
国
し
た
森
山
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
日
本
国
情

の
変
化
で
攘
夷
の
運
動
が
激
し
く
、
遣
欧
使
節
団
関
係
者
は
身
を
潜
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
態
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
幕
末
の
混
乱
へ
と
流
さ
れ
て
行
っ
た
。

　
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）、
再
び
時
勢
は
変
化
し
森
山
は
外
国
奉
行
組
頭
と
し
て
兵

庫
で
居
留
地
造
成
な
ど
開
港
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
。
当
時
は
王
政
復
古
の
大
号
令

か
ら
戊
辰
戦
争
へ
と
突
入
し
て
い
く
混
乱
の
中
で
、
森
山
は
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
の

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
に
現
況
を
伝
え
、
神
戸
居
留
地
の
運
営
を
五
カ
国
使
節
団
に

任
せ
る
手
続
き
を
し
、
大
阪
に
残
っ
た
幕
府
軍
の
残
兵
を
江
戸
に
運
ぶ
為
に
外
国
船

を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
な
ど
幕
府
と
日
本
の
外
交
の
た
め
に
走
り
回
っ
て
い
る
。

　
明
治
維
新
、
多
く
の
通
訳
は
新
し
い
政
府
に
使
え
た
が
、
そ
の
中
に
森
山
の
姿
は

な
か
っ
た
。
彼
は
民
間
の
通
訳
を
し
な
が
ら
横
浜
で
暮
ら
し
、
明
治
四
年
、
五
十
一

歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
ペ
リ
ー
の
再
来
航
以
来
十
七
年
間
、
彼
は
一
度
も
長
崎
に

帰
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

　
幕
末
日
本
の
外
交
の
中
心
に
い
な
が
ら
、
黒
子
に
徹
し
た
人
生
だ
っ
た
。
し
か
し
、

森
山
は
そ
れ
を
悔
い
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
に
は
日
本
の
国
際
化
に
貢
献
で

き
た
と
い
う
自
負
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
自
分
の
言
葉
で
外
国
人
と
付
き
合
い
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
短
い
間
だ
が
外
国
人
で
賑
わ
う
横
浜
で
、
彼
本

来
の
姿
を
取
り
戻
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
幕
末
維
新
の
外
交
を
支
え
た
森
山
た
ち
通
詞
の
活
躍
を
、
多
く
の
人

達
に
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。�

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
理
事
）

〈
参
考
文
献
〉　『
幕
末
の
外
交
官
森
山
栄
之
助
』『
幕
末
外
交
と
開
国
』『
通
訳
た

　
　
　
　
　
　
ち
の
幕
末
維
新
』他

　
暑
中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

○
八
月
は
九
日
の「
長
崎
原
爆
の
日
」、
十
五
日
は「
敗
戦
の
日
」と
、
何
ん
と
な
く
寂
し
い

三
八
五
号
　
平
成
二
十
六
年
八
月
十
日

語
学
力
で
幕
末
外
交
を
支
え
た
森
山
栄
之
助思

い
出
が
多
い
。

○
然
し
、
最
近
の
八
月
は
十
五
日「
お
盆
の
精
霊
流
し
」、
十
六
日
は
墓
の
中
で
生
れ
た
子

供
の
為
に
其
の
母
親
が
、
毎
夜「
幽
霊
」に
な
っ
て
飴
を
買
い
に
行
っ
た
と
言
う「
産う
ぐ

女め

の
ユ
ウ
レ
ン
」の
御
開
帳
が
あ
り
、
供
養
の「
飴
ガ
タ
」が
配
ら
れ
る
。（
御
開
帳
は
長
崎

市
伊
良
林
光
源
寺
・
午
前
十
時
半
よ
り
午
后
三
時
ま
で
）

○
そ
し
て
其
の
帰
り
に
は
、
す
ぐ
近
く
の
寺
町
三
宝
寺
の
閻え
ん

魔ま

堂
に
行
き
、
先
ず
三さ
ん

途ず

の

川
岸
に
お
ら
れ
る
と
言
う
奪だ
つ

衣い

婆ば

に
手
を
合
せ
、
十
王
閻
魔
大
王
像
と
大
き
な
地
獄
相

変
図
を
拝
し
、
本
堂
に
行
き
伝
恵
心
僧
都
筆
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
と
有
名
な
矢や

負お

ひい

の

本
尊
弥
陀
如
来
に
参
詣
す
る
と
、
必
ず
極
楽
に
往
生
す
る
と
言
う
。

○
最
後
に
、寺
の
前
の
坂
を
下
り「
う
ぐ
め
の
幽
霊
」が
恩
返
し
に
、当
時
は
水
不
足
で
あ
っ

た
街
の
人
達
の
為
め
に
与
え
た
と
い
う「
幽
霊
井
戸
の
跡
」を
訪
ね
て
み
ら
れ
る
と
よ
い
。
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○
七
月
十
二
日（
土
）午
后「
長
崎
県
九
條
の
会
」本
年
度
学
習
会
が
長
大
医
学
部
良
順
会
館

に
て
開
催
。
長
崎
・
諫
早
・
大
村
・
長
与
等
各
団
体
代
表
多
数
参
加
、
井
田
洋
子
先
生

の
講
演
を
中
心
に
各
地
区
よ
り
の
意
見
発
表
。
大
会
終
了
後
、
平
和
記
念
公
園
ま
で
行

進
、
盛
会
だ
っ
た
。

○
七
月
十
八
日（
金
）長
崎
歴
史
文
化
博
物
館（
長
崎
市
立
山
町
）で
開
催
さ
れ
た「
お
化
け

屋
敷
で
科
学
す
る
展
」の
開
会
式
に
出
席
。
現
代
の
私
達
の
抱
え
る
恐
怖
、
そ
れ
よ
り

逃
が
れ
た
い
心
理
と
其
の
克
服
等
、
其
の
体
験
・
学
習
な
ど
大
い
に
学
ば
さ
れ
た
。

　（
八
月
三
十
一
日
ま
で
。
入
館
料
一
、〇
〇
〇
円
・
小
中
学
生
五
〇
〇
円
）

○
七
月
十
九
日（
土
）、
長
崎
県
美
術
館
に
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
歩
き
求
道
と
鎮
魂
の
画

家
で
芸
術
家
と
し
て
大
い
に
認
め
ら
れ
た
平
山
郁
夫
先
生
の
展
覧
会
開
会
。
長
崎
で
は

初
め
て
の
先
生
の
回
顧
展
で
、
其
処
に
は
広
島
の
人
達
と
共
に
体
験
さ
れ
た
被
爆
の
大

作「
広
島
生
変
図
」等
。
先
生
の
絵
画
の
中
に
は
求
道
と
鎮
魂
、
そ
し
て
其
の
背
景
に
あ

る
清
澄
な
感
情
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。（
八
月
三
十
一
日
ま
で
）

○
七
月
、
長
崎
市
文
化
財
課
よ
り「
長
崎
歴
史
の
学
校
コ
ー
ス
」を
来
年
度
よ
り
開
催
す
る

の
で
各
コ
ー
ス
の
講
師
派
遣
等
の
協
力
要
請
あ
り
。
了
承
し
ま
し
た
。
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八
月
は
恒
例
の「
夏
休
み
」に
よ
り
左
記
講
座
は
休
講
と
い
た
し
ま
す
。

一
、
長
崎
学
講
座（
毎
週
月
曜
）二
、
古
文
書
会（
毎
月
第
一
、

三
火
曜
）三
、
水
曜
懇
話
会（
毎
週
水
曜
）四
、
長
崎
食
文

化
サ
ー
ク
ル（
毎
月
第
二
・
四
金
曜
）

平
野
　
惠
子

遣欧使節団時の森山多吉郎（栄之助）


